
第二次上田市総合計画
後期まちづくり計画

まちづくり
計画

重点プロジェクト
第１編…市民が主役のまちづくり
第２編…安全・安心な快適環境のまちづくり
第３編…誰もがいきいき働き産業が育つまちづくり
第４編…ともに支え合い健やかに暮らせるまちづくり
第５編…生涯を通じて学び豊かな心を育むまちづくり
第６編…文化を育み、交流と連携で風格漂う
　　　　魅力あるまちづくり
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重点プロジェクト
第３部　まちづくり計画

「重点プロジェクト」の位置付け ５つの重点プロジェクト設定の背景と方針1 ２

　時代の潮流や上田市を取り巻く背景や課題・展望を踏まえ、「後期まちづくり計画」期間中に、特に重点的
に取り組む５つの視点を「重点プロジェクト」として位置付け、６本の施策大綱ごとにプロジェクトに沿った
施策・事業を戦略的に推進していきます。
　人口減少・少子高齢社会が急速に進む中においても、上田市が未来に向かって持続可能な都市としてさら
に発展していくために、必要な施策・事業を新たに加え、各分野に位置付けるとともに、横断的に連携させ、
実行していくことにより、施策効果を高めます。

施策大綱 ＝ まちづくり計画各編
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人口減少・少子高齢社会に対応したAI＊・IoT＊などの最先端技術を暮らしや教育、
産業などに最大限活用し、持続可能なまちづくりを進めます。

将来を担う子どもたちがこころもからだも健やかに成長できるまちづくりを進めます。

市民一人ひとりが幸福を感じ、心身ともに健康に暮らすことができるまちを目指し
ます。

働く場の創出、子育て支援、移住定住促進など、人口減少に歯止めをかける施策を
推進し、活力あるまちづくりを進めます。

市民、地域コミュニティ（自治会、市民活動団体など）、事業者、行政などが役割
分担のもとに協働し、まちの魅力と総合力を高めます。
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最先端技術活用 プロジェクト

子育て支援 プロジェクト

健幸＊づくり プロジェクト

人口減少・少子化対策 プロジェクト

市民協働推進 プロジェクト

第１編 第２編 第３編 第４編 第５編 第６編
自治・協働・

行政
自然・

生活環境 産業・経済 健康・福祉 教育 文化・交流・
連携

　① 市民協働推進プロジェクト
　人口減少・少子高齢社会の進展とともに、社会情勢が大きく変動する中、地域が抱える課題や市民ニーズ
も多様化・複雑化しており、行政のほか、コミュニティ組織やNPOなど多様な主体の参画による持続可能
で個性豊かな地域社会を形成していくことが必要となっています。
　このような地域社会を支える多様な主体が市と協働し、まちづくりビジョンで掲げる基本理念のもと、こ
れからのまちづくりに欠かせない「公共私＊」の連携とともに、まちづくり計画に掲げる各分野の施策を「市
民協働」の視点を持って推進します。

　② 人口減少・少子化対策プロジェクト
　少子化の進行、人口減少は深刻さを増しており、人口（特に15歳から64歳までの生産年齢人口）の減少と
高齢化を通し、労働供給の減少、将来の経済や市場規模の縮小、地域・社会の担い手の減少、現役世代の負
担の増加、行政サービスの水準の低下など、社会経済に多大な影響を及ぼします。
　このため、上田市の将来にわたる活力の維持と成長に向け、人口減少を見据えた行政経営と、人口減少に
歯止めをかける取組を推進します。

　③ 健幸＊づくりプロジェクト
　人口減少・少子高齢社会の進展に伴う社会保障費の負担増や医療費の増大が大きな課題となっている中、
市民が健康を保ちながら働き続け、高齢になっても地域とのかかわりや生きがいを持ち、幸福で豊かな生活
を送れることが重要です。
　このため、健康・幸福をキーワードとした施策を市民協働の視点で庁内横断的に推進していきます。

　④ 子育て支援プロジェクト
　少子化の進展に歯止めをかけるためには、希望する数の子どもを安心して産み育てられる環境づくりに取
り組むことにより、子育て世代から選ばれるまちとなることが必要です。
　多くの人が家族を持つことや、子どもを産み育てる喜びや楽しさが実感でき、また、上田市の将来を担う
子どもたちが、こころもからだも健やかに成長できるまちづくりを推進します。

　⑤ 最先端技術活用プロジェクト
　人口減少・少子高齢化の進展、頻発する大規模災害、新型コロナウイルスの影響など顕在化する様々な課
題への対応と、未来に向けた新たな価値を創造するため、最先端技術の活用とともに、新たな社会の仕組み
に変革する「デジタルトランスフォーメーション（DX＊）」の実現が求められています。
　このため、行政サ－ビスをはじめ、産業、健康・福祉、学び、交流など、暮らしを支える様々な分野で、
最先端技術・デジタルツ－ルの活用を図り、市民や利用者の視点からスマ－トシティ化を推進します。
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重点プロジェクト

第３部　まちづくり計画

各重点プロジェクトの「主な方向性」と「主な施策」

主
な

方
向
性

自ら課題解決できる地域づくり
と、市民とともに歩む行政経営を
進めます。

環境にやさしいライフスタイルを　
実践し、安全で良好なまちづくり
に取り組みます。

地域資源を生かす地産地消と交流　
促進に取り組みます。

誰もがいきいきと暮らし、子ども
が健やかに成長する地域づくりに
取り組みます。

地域ぐるみの教育と「学び」を
通した生きがいづくり、社会参加
を推進します。

文化・芸術のまちづくり、住み良さ
を発信するシティプロモーション＊

に取り組みます。

主
な
施
策

●協働によるまちづくりの推進
●ダイバーシティ＊の視点も取り入

れたまちづくりの担い手の育成
●地域の課題を解決できるコミュ

ニティ体制づくり
●分権型自治の構築
●双方向コミュニケーションの
　強化

●環境保全活動の推進
●循環型社会形成に向けた取組の

推進
●再生可能エネルギーの利活用
●良好な景観づくりの促進
●公共交通の活性化
●地域防災力の向上

●地元農産物の消費拡大
●地域産木材の利用促進
●都市農村交流促進

●高齢者の生きがいづくり・社会
参加の促進

●地域福祉力の強化
●子どもを育む地域コミュニティ
　づくり

●学校・家庭・地域の連携強化
●生涯学習＊の機会充実
●シビックプライドの醸成に
　向けた取組

●文化芸術団体の支援や人材育成
●移住希望者への情報発信
●広域連携・交流促進
●日本遺産＊を活用した観光振興

とシビックプライドの醸成

主
な

方
向
性

協働推進の環境づくり、分権型
自治の構築とともに、行財政改革
の取組を進めます。

地域の特性を生かした快適で
安全・安心なまちづくりに
取り組みます。

暮らしを支える雇用の創出と産業　
振興に取り組みます。

安心して子どもを産み育てられる　
環境づくりを推進します。

未来を担う子どもたちの学びの
環境を充実します。

来たい・また来たい・住みたい
都市づくりを推進します。

主
な
施
策

●協働によるまちづくりの推進
●地域コミュニティ活動の強化
●地域内分権の確立
●公共施設マネジメントの推進
●民間活力の導入拡大
●外国籍市民の自立と社会参加を

促進

●コンパクトなまちづくりの推進
●公共交通網の確保・維持
●消防団の強化
●防災体制の強化

●企業誘致・留置による雇用の
　創出
●起業・創業支援
●中小企業の経営力強化
●新規就農支援
●若者・女性・外国人の就業支援
●シビックプライド＊の醸成に
　向けた取組

●周産期＊医療体制の確立
●母子保健事業の充実
●多子世帯に対する経済的な支援
●子育て相談体制や情報提供の充実
●働きながら子育てできる環境の

整備
●幼児教育・保育のニーズに
　応えた子育て支援策の充実
●結婚支援の充実

●確かな学力や生きる力＊を育む
教育推進

●きめ細やかな個に応じた指導
●大学連携による学園都市づくり

の推進
●シビックプライドの醸成に
　向けた取組

●シティプロモーションの推進
●移住促進策の展開
●広域連携・交流の促進

主
な

方
向
性

地域内のつながりや交流が促進
するコミュニティ活動を支援します。

快適に歩き、体を動かすことが
できる都市環境整備に取り組みます。

まちの賑わいの創出などにも
つながる健康づくりに取り組みます。

市民の健康増進への意識を高め、　
健康づくり・生きがいづくりを
市民協働で進めます。

健康や食の大切さを学び、
スポーツに親しむことができる
環境づくりに取り組みます。

心や生活を豊かにする文化・芸術
のまちづくりを進めます。

主
な
施
策

●地域の課題を解決できるコミュニ
ティ体制づくり

●双方向コミュニケーションの
　強化

●公共交通の活性化
●安全で快適な歩行空間の整備
●安全で良好な公園緑地の整備

●ウォーキングイベントなどに
　よるまちなか回遊性の確保
●地産地消の推進
●農業体験・食農教育＊の充実

●子どもや若い世代からの健康
　づくり支援
●楽しみながら続ける健康づくり支援
●科学的根拠に基づいた健康づくり
●介護予防サービスの推進
●高齢者の生きがいづくり・社会　

参加の促進
●フレイル＊予防に向けた事業の

推進

●生涯学習の機会充実
●生涯スポーツ活動の推進
●食育の推進と地産地消の学校
　給食の充実

●文化芸術活動などを支える団体
や人材の育成

●サントミューゼを核とした
　「創造育成」事業の推進

主
な

方
向
性

地域社会全体で子育てを支援
できる体制づくりを進めます。

安心して子育てできる環境整備を　
地域全体で整えます。

働きながら安心して子育てできる
環境整備を進めます。

多様なニーズに応えるきめ細やかな
子育て支援を充実します。

学校・家庭・地域が連携し、
子どもの教育に関わる体制を
整えます。

文化・芸術を通して次世代を担う　
子どもたちの育成を進めます。

主
な
施
策

●一人ひとりの人権が尊重される
地域社会の実現

●女性の社会参画
●家庭生活とその他の活動が両立

できる環境づくり
●双方向コミュニケーションの
　強化

●児童生徒への環境教育を推進
●安全で良好な公園緑地の整備

●若者・女性・外国人の就業支援
●地元農産物の消費拡大と子ども

たちの食農教育の推進
●子どもたちが農業に触れることが

できる「教育ファーム＊」の取組
●就職に悩みを持つ若者への自立

支援及び就職支援

●子どもや若い世代からの健康　
づくり支援

●発達障がい者への支援の充実
●児童虐待の防止に向けた取組
●幼児教育・保育のニーズに
　応えた子育て支援策の充実

●食育の推進と地産地消の学校
　給食の充実
●学校・家庭・地域の連携強化
●ふるさとに愛着を持つ人間性
　豊かな子どもの育成
●シビックプライドの醸成に
　向けた取組

●文化創造都市としての
　「創造育成」事業の推進
●移住者への子育て支援

主
な

方
向
性

様々なICT＊技術を活用した
効率的で質の高い行政サービスを
提供します。

様々なICT技術を活用した
安全・安心な地域づくりに
取り組みます。

様々なICT技術を活用した生産性
向上の支援を促進します。

様々なICT技術を活用した医療や
福祉などのサービス体制を推進
します。

様々なICT技術を活用した質の
高い学習環境を進めます。

様 々なICT技術を活用し、国内外
に上田の魅力を発信します。

主
な
施
策

●AI＊・RPA＊の導入による業務の
効率化と質の高い行政サービス
の提供

●ICTツール＊を活用した双方向
　コミュニケーションの強化
●情報格差是正のための支援
●公衆無線LAN環境の整備促進

●ICTを活用した防災体制の強化
●ICTの活用による公共交通の
　利便性向上

●産業の生産性向上につながる
AI・IoT＊などの導入促進を支援

●最先端技術と地域企業の技術を
融合させた新たなサ ービス・　
産業の創出

●キャッシュレス化や事業のICT化
　などによるサービスの生産性向上
●ICTなどの最先端技術を活用
　したスマート農業＊の推進
●AI・IoTなどの最先端技術を
　活用できる人材の育成支援
●公衆無線LAN環境の整備促進

●ICTを活用した健康づくり施策
の一層の推進

●AI・IoTなどを活用した子育て
支援の推進

●時代に即したICT教育を行う
　ための環境整備

●ICTを活用した文化財の保存
　活用

自治・協働・行政 自然・生活環境 産業・経済 健康・福祉 教育 文化・交流・連携
第１編 第２編 第３編 第４編 第５編 第６編

市民協働推進 プロジェクト

人口減少・少子化対策 プロジェクト

健幸＊づくり プロジェクト

子育て支援 プロジェクト

最先端技術活用 プロジェクト
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第二次上田市総合計画
後期まちづくり計画

自治・協働・行政
市民が主役のまちづくり

第１編

1-1-1　参加と協働による自治の推進
1-1-2　地域内分権による地域の自治の推進

第１章　自治の推進による活力ある自立した地域社会の実現

1-2-1　一人ひとりの人権が尊重される社会の実現
1-2-2　女性と男性が互いに尊重しあい、
　　　　個性と能力を充分発揮できる社会の実現
1-2-3　外国籍市民の自立と社会参加による多文化共生社会の実現

第２章　すべての人の人権が尊重されるまちづくり

1-3-1　行財政改革の推進と住民サービスの充実
1-3-2　市民と行政との情報共有の推進

第３章　地方分権にふさわしい行財政経営

まちづくり計画
第３部
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